
　　　　

令和７ 年 2 月 25 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 ・一日保育　　・お泊り保育　　・わくわくDAY（運動会）　・秋まつり　　・芋ほり　　・親子遠足　　・クリスマス会　　・節分　　・大きくなったお祝い会　・卒園式　　・終わりの会

（別添資料１）

家族支援

・連絡帳、カンファを通して、情報を共有します。
・親の会で保護者同志が交流する機会を設けています。
・学習会（子育て講演会・就学を考える会）を開催しています。
・定期的・随時に個別相談を行っています。

移行支援

・保育園・認定こども園等との並行通園を推進しています。
・移行支援シートを作成し、また、就学児の公開療育を行い、園や小学校と情
報を共有します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
幼保小こ連携会議に参加し、情報交換をします。
・卒園後、放課後デイサービス、児童クラブの利用先との連携を行います。

地域支援・地域連携

・講演会を開催して、幼稚園、保育園、事業所向けの研修を実施しています。
・子どもが地域で支援が受けられるように巡回支援を行っています。
・田んぼ、畑の活動を通して、地域の方との交流を行っています。
・秋まつりを開催して、地域の方との交流しています。
・こどもまつりに参加し、地域の子どもたちの遊びの場づくりを行っています。
・「伊佐市に新しい特別支援学校を作る会」と一緒に活動しています。

職員の質の向上
・外部研修に積極的に参加しています。
・園内研修や公開療育などで実践検討を行い、職員の質の向上を図っていま
す。

支　援　内　容

・子どもが食事、排泄、衣類の着脱、身の回りを清潔にすることなどの生活に必要な基本的技能を獲得できるように、生活の場面における環境の工夫を行いながら、子どもの状態に応じて支援しま
す。

・こどもの発達段階に応じた運動経験を通して、体力や運動機能の向上を図ります。また、姿勢や、運動への働きかけをし、見る、聴く、触れるなどの五感への働きかけをしていきます。

・さまざまなあそびを通して、認知面を深め、理解して行動できるように支援します。

・自分の思いを他者に伝えたいという気持ちを育み、こどもの状況に合わせたコミュニケーション手段を用いてやりとりしたりすることを促します。

・こどもが基本的な信頼感をもつことができるように、環境に対する安心感・信頼感、人に対する信頼感、自分に対する信頼感を育む支援を行います。
・大人やお友達と楽しく関わる経験を通して、相手の気持ちに気づいたり、気持ちを調整したり、友達との関係を築いたりすることができるように支援します。

支援方針
・０～６歳の最も重要な時期の子どもたちに早期から生活やあそびを通して「発達支援」を行います。また、悩みの多い時期の保護者を受け止める「家族支援」や地域に発達に課題のある子どもた
ちの啓発活動を含めた「地域支援」の３本の柱で支援を行っています。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念 地域・医療・福祉・保健・教育分野が連携することで一貫した子育て支援体制を構築し、安心して子育てができる環境を整備します（設置主体：伊佐市）

事業所名 伊佐市子ども発達支援センターたんぽぽ 作成日支援プログラム


